
事業が生み出す価値ビジネスモデル

エネルギー・インフラ事業

・電力インフラを支えるケーブル、コネクタ

・多様な工場・ビルなどに使用される産業用電線・ケーブル

SICONEX® 汎用電線

通信・コンポーネンツ事業

・ブロードバンド向けインフラ幹線用光ファイバケーブル
・オフィスで使われるLANケーブル
・複写機・プリンタの重要部品となる精密デバイス

ソリューションビジネス

・ケーブル接続工事システム「SICOPLUSⓇ（サイコプラス）」
による高電圧電力ケーブル接続工事の施工能力維持・強化

・データセンターの限りあるスペースに高密度かつ効率的な
配線工事を可能にする間欠接着リボン
「e-RibbonⓇ（イーリボン）」

MiDIP®

光ファイバケーブル

LANケーブル

e-Ribbon®

（ローラ）

ヒートローラ

・安心で豊かな社会を目指して、激甚化する自然災害、深刻化する建物や設備の老朽化対策に貢献する製品を
提供し、社会インフラを支えます。

・脱炭素化社会の実現につながる、再生可能エネルギーの活用、EV化や安全・快適な自動運転を促進する製
品・サービスを提供します。

・本格的な少子高齢化社会の到来に伴う労働人口不足や、人々の豊かで健康な暮らしに欠かせない教育・医
療分野が抱える課題解決を視野に入れた事業展開を推進します。

SWCC独自の製品・サービスにより、より良い未来、持続可能な社会に貢献する
新たな価値を創造・提供します。

お取引先
公平で公正な取引を通した相互信頼から生ま
れる共存共栄

株主・投資家
持続的な企業価値の向上をもとにした安定
的、継続的な株主還元

地域社会
社会貢献への意識が高い企業経営による、地
域が抱える課題解決への貢献

お客さま
信頼して利用いただける製品・サービスの提
供による事業運営への貢献

従業員
多様な人材が健康で安全・安心、かつ働きが
いを持って働くことができる環境

地球環境
グループを挙げて環境経営を推進し、バ
リューチェーン全体で環境負荷を低減

経営資本の強化

社会、ステークホルダーにもたらす価値

SWCCグループは蓄積してきた資本の強みを生かして、事業を通じて未来につなぐ価値を創出します。エネルギー、デバイス、

コミュニケーションなど経済や社会活動を支える領域でSWCCグループが創り出した価値は、全てのステークホルダーと共有

されます。こうした価値創造プロセスは、企業価値の最大化を目指して継続的に循環されます。

SWCCグループの価値創造プロセス
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価値創造ストーリーの実践

公平で公正な取引を通した相互信頼から生ま
れる共存共栄

サステ ナブル
な成長 の実現

経営資本

お客さまの
課題を
見つける

再投資により
強みに

磨きをかける

お客さまの
期待を
超える

キャッシュを
安定的に
生み出す

財務資本

設備資本

人的資本

知的資本

社会・関係資本

自然資本



SWCCグループには優位性の高い経営資本があります。これらの経営資本をさらに充実させ、それぞれの事業活動に投入

すること、中期経営計画の推進やマテリアリティへの取り組みのために活用することで、資本の充実を図りつつ、さまざまな

価値の創出に役立てています。

財務資本

強み

課題

高い財務健全性と良好なROE、現場にまで
浸透したROIC経営

市況変動に強い財務体質の構築、さらなる収
益力の強化、投資余力の確保

中計ローリングプランに掲げる収益性、効率性、
株主還元、安定性目標の達成

資本の充実策

設備資本

強み

課題

設備投資に対する積極姿勢
（2025年度 設備投資計画：90億円）

既存設備の老朽化、生産能力の増強、不稼働
設備の合理化

中計ローリングプランに掲げる設備投資計画の
着実な進捗（2022～2026年度累計 360億円）

資本の充実策

社会・関係資本

強み

課題

既存顧客との強固な関係性(ブランド力)、強固
なサプライチェーン、投資家との良好な関係

新たな顧客の開拓、ステークホルダーとのコミュ
ニケーション、積極的な情報発信（IRの充実）

マーケティング活動の充実、ステークホルダー
との対話強化、IR活動の充実

資本の充実策

人的資本

強み

課題

優秀な開発人材、徹底した健康経営

従業員エンゲージメントのさらなる向上、優秀
な人材の確保

SWCCパーパスの浸透（経営と現場との対話の
強化）、採用活動の積極化、教育・研修の充実

資本の充実策

知的資本

強み

課題

新製品・サービスの開発力、高付加価値ブラ
ンドの数 （々SICOPLUS®（サイコプラス）、
MiDIP®（ミディップ）など）

技術の進化への対応、研究開発人材の不足

研究開発人材の積極採用、研究開発投資の
拡大

資本の充実策

自然資本

強み

課題

充実した環境貢献製品の展開力、エネルギー
資源の効率的活用

環境負荷の低減、エネルギー資源の安定調
達、気候変動・生物多様性確保への対応

環境貢献型事業の拡大、リサイクルの促進、
気候変動対応の積極化

資本の充実策

経営資本の充実に向けて

経営資本
具体的な活用方法

財務 人的 設備 知的 社会・関係 自然

● ● ー ● ー ー

中
期
経
営
計
画

マ
テ
リ
ア
リ
テ
ィ

ROIC経営推進
による

CF創出力の強化

資本コストの
最適化

無形資産への
投資

［技術］
みらいを創る

［環境］
地球にやさしい

［地域］
ともに生きる

［人］
ひとが輝く

［ガバナンス］
より良き企業に

● ● ● ー ー ー

● ー ● ー ● ー

● ● ー ● ● ー

● ● ● ● ● ー

ー ● ● ● ● ●

ー ● ー ● ● ●

● ● ー ー ● ー

ビジネスモデルの進化には、人的資本を集中させ、知恵
を絞る必要があります。事業ポートフォリオマネジメント
の強化には、生産設備の見直し・効率化と資金の投入が
不可欠です。注力事業への投資強化やM&Aの活用には
財務資本や人的資本を積極的に投入します。

最適な資本コストの実現に向けては、財務資本の適正な
配分のほか、さまざまな設備を効率よく稼働させること
が不可欠です。株主に対し、獲得した資金を適切に配分
するためには、利益の創出により、資金を獲得する必要
があります。

研究開発力の強化に向けて、財務資本の適切かつ機動
的な投入が必要です。また、未来に向けて成長性を確保
するためには、人への投資が不可欠です。研究開発や人
的資本の充実には、外部のパートナーとの連携も必要と
なります。

飽くなき研究開発のために、人的資本と知的資本の積極
的な投入は必須であり、そのためには資金の投入も不可
欠です。研究開発には、外部の研究機関などとの連携が
必要な場合もあります。

環境負荷の低減により、環境貢献をすることが最大の目
的となります。そのためには、環境投資による再生可能
エネルギーの確保や、多くの人材を投入して知恵を絞
り、環境価値貢献製品を開発・実現することが必要です。

地域社会と良好な関係を維持するためには、マンパワー
を投入し、地域の方々とのコミュニケーションに注力する
ことが不可欠です。また、地域の自然環境を維持すること
も地域とともに生きるうえで必要です。

人が生産性を高め、モチベーションを維持・向上させて
いくには、まずは人権を尊重し、従業員間のコミュニケー
ションの円滑化に努め、働きやすい職場環境づくりに専
念し、また従業員に対して適正な評価を行い、かつ、昇給
などを通じて労働に報いることが重要です。

強固なガバナンス・システムを構築し、それを適切に運用
していくためには、適切なマンパワーの投入と、取締役会
などで英知を結集させて議論を深めることが不可欠で
す。取締役に対する報酬の適正化や、インセンティブの付
与には、資金の投入も必要となります。

●：活用のために重要・鍵となる資本

経営資本の活用経営資本の強みと充実策

19 SWCC CORPORATE REPORT 2025 SWCC CORPORATE REPORT 2025 20

価値創造ストーリーの実践

イ
ン
ト
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン

ト
ッ
プ
メ
ッ
セ
ー
ジ

価
値
創
造
ス
ト
ー
リ
ー
の
実
践

持
続
的
経
営
の
基
盤

財
務
・
経
営
情
報




